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「もしできればこの日にバイオリンを持ってきてほしいんです」 

行きつけのお店で知り合った方から、先週連絡が入りました。 

何があるのか、誰が来るのかは詳しく分かりませんでしたが、その方のお

誘いということはきっと面白いことがあるんだろうと直感しました。 

その約束の日が、昨日でした。 

約束通りバイオリンを持っていくと、そこには初対面の方々が 8 人ほどお

られました。 

テレビ局やラジオ局のアナウンサーの方々や歌手の方、経営者の方々など

立場も役目も様々です。 

初対面の挨拶をし、ともに夕食を囲みながら楽しく談笑しました。 

詳しく話してみて初めて分かったのですが、その歌手の方は全盲でした。 

全盲とは、まったく目が見えないことです。 

その方にとってみれば、私の顔や服装ではなく「声」が第一印象のすべて

だということです。 

「先生の声、とっても素敵ですね。」 

「すごく、ひきつけられる声です。」 

「講演とか授業とか、私ぜひ受けてみたいです。」 

と、その方は私の声をたくさん認めて褒めてくれました。 

私も、その方にいろいろと質問を投げかけてみました。 

すると、例えば 24 時間テレビに毎年のように出演されていることとか、

全国各地でステージに立っていること、私のよく知っているロックバンドと

コラボしていること、歌うだけでなく作曲もされていることなどがわかりま
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した。 

名前を若渚（わかな）さんといいます。 

 

 座も中盤に差し掛かったころ、 

「ぜひ先生のバイオリンを聞いてみたいです」 

と皆さんからリクエストをもらったので私は何曲か演奏することにしました。 

 「チャルダッシュが聞きたいです！」 

 「葉加瀬太郎、弾けますか？」 

 「アメイジンググレイスをぜひ！」 

 次々と出されるリクエストにどんどんと応えながら弾いていくと、最後に 

「一緒にやりませんか」ということになり、若渚さんの歌と私の演奏で急遽

セッションをすることになりました。 

 演奏したのは、中島みゆきさんの「糸」という曲です。 

 セッションが終わると、お店中から盛大な拍手が起こりました。 
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 若渚さんの歌は、こちらからも聞くことができるので興味のある方はぜひ

どうぞ。 

https://www.youtube.com/watch?v=1ooYrIdFDAs 

 

 こうして、また素敵な友人、演奏仲間がまた一人増えました。 

 今度、SOLANにもお招きしようと考えています。 

 歌のこと、ピアノのこと、人生のこと、きっといろんなことを教えてもら

えるはずです。 

 その日が来るのをお楽しみに。 

 

 

 ☆↓読者ページはこちらから↓☆ご意見ご感想など気軽にお寄せください 

https://docs.google.com/forms/d/1qqf4cPLcjpcWaimW

du-6IFM73JahODYK4ROldg7jLxM/edit 
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